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ジョアシャン・デュ・ベレー研究
高　田
?
　　　　　Etudes　sur　Joachim　du　Bellay
Takata　Isamu
　フランス最初のソネ集『オリーヴ』L’Oliveは，ジョ
アシャン・デュ・ベレーJoachim　du　Bellay（1522－
1560）によって1549年3月に発表された。50篇のソネを
まとめたものであって，プレイヤード派の宣言書として
デュ・ベレーの名のもとに発表された『フランス語の擁
護と顕揚』La　Deffence　et　Illustration　de　la　Langue
Francoyseと同時であった。翌年の1550年にはソネが
115篇に倍加された第二版が出ている。
　一部を除いてはこれまでのフランス詩にあきたりない
ブレイヤード派の前身「部隊」Brigadeの若い詩人たち
がrフランス語の擁護と顕揚』で主張した要点は，フラ
ンス語で文学作品を書くこと，古典古代の作品を模倣し
てフランス語を豊かにすること，詩の形式を重視し，修
辞法に意を用いることであった。
　この理論を身をもって実践したのが『オリーヴ』であ
って，1550年の第2版の序文Av　Lectevrはブレイヤ
ード派のマニフェストの一つとしても重要である。
　この詩集のミューズであるオリーヴOliveについて
は，これまでさまざまな説がたてられたが，定説はな
い。ペトラルカの『カンツォニエーレ』（1350）に歌われ
たラウラLaura一フランス読みLaure一の役割にヒン
トをえて，Laure－laurier（月桂樹）とOlive－olivier
（オリーヴの木）の象徴主義をめざしたものであろう。
　詩集にはペトラルカをはじめ，ピエトロ・ベンボ（1470
－1547），ルドヴィコ・アリオスト（1474－1533）他イ
タリアの詩人たちの模倣が多い。ウエルギリウス，ホラ
ーティウス，プロペルティウスなどのローマ詩人の影響
も大きい。
　フランス詩の改革と顕揚の同じ熱情に燃えたピエー
ル・ド・ロンサールPierre　de　Ronsard（1524－1585）
が，盟友のデュ・ベレーを意識しない筈はないし，まし
てや新しい試みの『オリーヴ』に無関心でいる筈がな
い。事実，ロンサールはrオリーヴ』iに早くから言及
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　個　　人
し，その成功をたたえている。それだけにとどまらず，
多くの研究者も指摘しているように，『オリーヴ』の出
現が，ロンサールの『恋愛詩集』Les　Amours（1552）
を執筆させるきっかけになったと思われる。また，『オ
リーヴ』CVIは，すでに『恋愛詩集』の一部分を執筆
していたと思われるロンサールへの挑戦ととれないだろ
うか。
Inspire　moy　les　tant　doulces　fureurs，
Dont　tu　chantas　celle丘ere　beaut6，
Qui　t’aveugla　a　semblables　erreurs．
Ainsi　d’Amour　le　feu　puisse　descendre，
Pour　amolir　cet’hu主nble　cruaut6，
En　l’estommac　de　ta　frolde　Cassendre．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（6－12）
　ロンサールの『恋愛詩集』執筆の動機を説明するもの
として，
　　『オリーヴ』と『愛の過失』がかちえた成功が，
　　1549年以来，カッサンドルへのソネを大量に作るよ
　　うロンサールを駆り立てたことは，このうえなくも
　　っともなことである。それまでは，彼は好奇心と気
　　晴らしで幾つかのソネを書いていただけであった。
　　（マルセル・レイモン「ロンサ’ルとデュ・ベレー」
　Revue　d’Histoire　Litt6raire　de　la　France　XXXI
　　（1924），　p．576）
研　　究　　　　　　　　　　　　　　　　　　91
　　一この方がもっと真実らしいと私には思われる
　　一のかもしれない」（T．Cave；La　Contami－
　　nation　des　intertextes　：Le　sonnet《Or　que
　　luppin》，　dans　Ronsard　Colloqece　de　Neuchatel，
　　Droz，1987，　pp．71－72）
　『恋愛詩集』執筆のいきさつる述ぺるロンサールのソ
ネLXVI
Ja・desja　Mars　ma　trompe　avoit　choisie，
Et，　dans　mes　vers　ja　frangoys，　devisoyt：
Et　ja　Francus　a　son　bord　conduisoit
L’ombre　d’Hector，＆Phonneur　de　PAsie．
Quand　Parcherot　elnp豆um6　par　Ie　dos
D’un　trait　certain　me　playant　jusqu’al’os，
De　sa　grandeur　le　sainct　prestre　m’ordonne：
　　　　　　　　　　　　　　　　（1－2，　7－11）
は，’ロンサールはrフランシアード』（1572年に最初の
4章のみ発表）を計画していたが，カッサンドルを歌う
ために一即ち『恋愛詩集』の執筆のために　　一時筆
を折ると解釈されるわけであるが，これはカッサンドル
を歌うというよりも，デュ・ベレーの『オリーヴ』に対
抗する，と考えた方が自然ではないだろうか。LXIVで
は
という意見が，「好奇心」と「気晴らしで」という表現
を保留すれば，最も説得力があると思われる。
　さらに，レイモンは『オリーヴ』には
幾つかのくだりで，1550年のオード集から借用した
表現が認められる。（L’1nfluence　de　Ronsard
sur　la　Ro6sie　franFaise，　t．1，　H．　Champion，
1927，p．109）
と言っているように，『オード四部集』（1550）→『オリ
ーヴ』→r恋愛詩集』という影響関係の図式が’ｬ立す
る。ケイヴの次の説がこれを裏づけている。
デュ・ベレーとロンサールは，同じ図式のうえでヴ
ァリエーションを競って創造しながら，いっしょに
仕事をしたのかもしれない。しかし，ロンサールは
彼の仲間の間テクスト的妙技を凌駕しようと望んだ
Plus　hault　encor　que　Pindare，　ou　qu’Horace，
J’apPenderoys　a　ta　divinit6
Un　livre　enfl6　de　telle　gravit6，
Que　Du　Bellay　luy　quitteroyt正a　place．
と『オリーヴ』へのライヴァル意識をむぎ出しにしてい
るのだから。
☆
　『オリーヴ』に触発されたロンサールが『恋愛詩集』
という同じカンツォニエーレの世界で，デュ・ベレーと
張り合った微妙な詩法の差異をこれから追究してみた
い。
　最初に『恋愛詩集』にあらわれた『オリーヴ』の影響
の跡をたどろう。
　『恋愛詩集』XLIVのしめくくり
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Verray－je　point　tant　de　vents　s’accorder，
耳tcalmement　mon　navire　aborder
Comme三l　souloit　au　havre　de　sa　grace？
は，『オリーヴ』XCVIIIのしめくくり
となっているが ロンサールも，
Ny　voyr　flamber　au　point　du　jour　Ies　roses，
Ny　Iis　plant6　sus　le　bord　d’un　ruisseau，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（1－2）
Le　clel　bening　me　decouvre　sa　trace：
Vos　deux　beaux　yeux，　deux　日ambeaux　que
　j’adore，
Guident　ma　nef　au　port　de　vQstre　g；ace．
を模倣しているのは明らかである。
　『オリーヴ』XCIVの結末
Voila　comment　sur　le　mestier　humain
Non　Ies　trois　Soeurs，　mais　Amour　de　sa　main
Tist＆retist　la　toile　de　ma　vie．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（12－14）
はお手本にしたペトラルカのように，恋人が命の糸を織
るのではなくて，Amourが織るのである。　Amourは
恋人，さらにこの場合はParquesと三重の変身をやっ
てのける。ロンサールは『恋愛詩集』CX文XIでこの手
法を模倣する。
Sus　le　mestier　d’un　si　vague　penser
Amour　ourdit　les　tralnes　de　ma　vie．
（13－14）
に始まって，11行目までNyを続けて，
Et　ja　desja　les　dontent　a　Ieur　gr6，
Tant　de　plaisirs　ne　me　donnent　qu’un　Pr6，
0血sans　espoyr　mes　esperances　paissent．．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（ユ2－14）
でしめくくる。ロンサ．一ルはNyで統一しようとした
デュ・ベレーの手法を意識的に破ろうと・したためか，テ
ルセのつながりがややぎこちなくなっている。そして，
デュ・ベレーのSoleilに対してPr6をもってくるので
ある。これはPr6の領主と結婚したカッサンドル・サ
ルヴィアティの結婚のほのめかしであろう。
　ドメルソンも，ロンサールがデュ・ベレーを直接に模
倣した例として，『オリーヴ』LXXXIII
Quand　d’occident，　comme　une　etoile　vive，
Je　vy　sortir　dessus　ta　verde　1ive，
Ofleuve　mien！une　Nymphe　en　rient．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（9－11）
を模倣した『恋愛詩集』XXXIX
両者とも糸を織りなすのはAmourであり，ソネのしめ
くくりに使われている。
　明らかにペトラルカの同じスールスに発して，ほぼ同
じ型を踏襲した作品で，しめくくりのみが異っている作
品がある。『オリーヴ』XCVIと『恋愛詩集』Lであり，
前老では
Ny　par　les　bois　les　Driades　courantes，
Ny　par　les　champs　les　fiers　scadrons　armez，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（1－2）
とNyの「頭語反復」anaphoreを13行続けて，14行
目が
Ne　voyant　point　le　Soleil　qui　m’eclere．
Rocz，　eaux，　ny　boys，　ne　celent　point　en　eu！x
Nymphe，　qui　ait　si　follastres　cheveux，
Ny　1’（£il　si　beau，　ny　la　bouche　si　belle．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（ユ2一ユ4）
をあげている。その理由としては，デュ・ベレーがヒン
トを得たAntonio　Francesco　RinieriにはNymphe
が出てこないことをあげている（G．Demerson；La
M夕thologi 　classique　dans　l’oeuvre　l夕rique　de　la
《Plgiade》，．Droz，1972，　p．198）。
☆
　では，ロンサールがデュ・ベレーを模倣しながらも，
新しさを出そうとした点，つまりロンサールの「独創的
模倣」の諸例を検討しよう。
　オリーヴとカッサンドルの美と魅力を扱った『オリー
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ヴ』LxVと『恋愛詩集』VIの対立は顕著である。そ
れぞれ
Ces　cheveux　d’or，　ce　front　de　marbre，＆　celle
Ces　liens　d’or，　ceste　bouche　vermeille，
のようにCes　cheveux　d’or’ﾆ’Ceξ lienS　d’orで始ま
り，anaphoreを駆使する手法は同じであっても，構成
上からは著しい違いがある。デュ・ベレーが
Ce　chant．divin，　qui　les　ames・rapelle，
Ce　chaste　ris，　enchanteur　de　ma　peine
Ce　corps，　ce　tout，　bref，　cete　plus　qu’humaine
Doμlce　beaut6　si　cruellement　belle，
Ce　P．ort　humain，　cete　grace　gentile，
Ce　vif　esprit，＆　ce　doulx　grave　stile，
Ce　hault　penser，　cet’honneste　silence，tt
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（5－11）
と精神的な美，静的な美の列挙に躍起になっているのに
対し，ロンサールはデュ・ベレーが割愛している肉体の
細部に言及する。
Ces　liens　d’or，　ceste　bouche　vermeille，
Pleine　de　lis，　de　roseS，＆d’oeuilletz，
Et　ces　couraulx　chastement　verlneilletz，
Et　ceste　joue　a　PAurore　pareille：
Ces　mains，　ce　col；ce　front，＆　ceste　oreille．
Et、de　ce．．sein　les　boutons　verdeletz，
Et　de　ces　yeulx　les　astres　jumeletz，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（1－7）
そして，・2、つのテルセを使って，amoureauxの誕生と
いうバロック的展開を行う。一方，デュ・ベレ、「にあっ
ては；．v作品中では動きが少なくcontradiction‘による語
と語の組み合わせが目をひく・くらいである。
　P．スサVルは，デュlrベレー．の静的，絵画的なあざや
かな表現に太刀打ちするには，動的，一：　Pック的表現に
頼るのが有効と考えたのであろうが，デュ・ベレーに及
ばないこども多い。例えば『オリ・一一ヴ』LIVtの
Or’que　la　nuit　son　char’etbi16　guide，
Qui　Ie　silence＆le忌ommeil・rameine，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　’（1－2）
のような，しんしんとした音が聞こえてくるような表現
に対し，ロンサールはr恋愛詩』CXLVでは，デュ・
ベレーにも見られるanaphoreを極度に駆使しているも
のの，やや騒々しい感じを与えるのを免れない。
　『オリーヴ』の静的で，叙述的な表現に対する『恋愛
詩』の動的で，ドラマティックな表現の例が目につく。
　例えばrオリーヴ』LXXXIIIは名作の名に恥じず，
全篇に流れる落ちついた美しさは特筆に価し，特に第一
カトランにおける星の群を羊の群に例えたイメージは美
しい。ロンサールは「自然」の力を重視するデ＝・ベレ
ーを意識して，『恋愛詩集』LXXVIIIでは，静的な表現
をあきらめ，Auroreと詩人があがめるNymphe（カッ
サンドル）との間の葛藤にエネルギーを傾ける。はてに
は風火，雨でもってunivers全体を動乱におとしい
れるのである。
　「時間」の推移の描写に関しても，　『オリーヴ』
LXXXIIIではごく自然であるが，　r恋愛詩集』LXXVIII
では，第ニテルセで天変地異現象を，或る意味では世界
のバロック的変化をつけ加える。デュ・ベレーにあって
は，叙述的で，第ニテルセで直説法現在が使われている
が，ロンサールにあっては，単純過去が刻々と行われる
動作を強調する。
　この作品では，デュ・ベレーは手本にしたと思われる
Raineriのソネの平板な描写を避け，目撃者である
「私」を加えるとともに，明らかにロワール河とわかる
河fleuve　mienを出して，作品に実在感をかもし出し
ている。こうなると，ロンサールに残されたのは，作品
のドラマティック化ではないだろうか。
　『オリー一ヴ』LXXIは静の中の動を描き，プラスティ
ックな美に柔らかさを巧みに持ちこんでいる。
Ce　val　d’albastre，＆　ces　coutaux　d’ivoire，
Qui　vont　ainsi　comme　Ies　flotz　de　Loire
Au　lent　soupir　d’un　zephire　adoulci，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（9－－11）
これに対して，『恋愛詩集』CLXは宇宙の中の動，動中
の動を表現する。
Ces　flotz　jumeaulx　de　laict　bien　espoissi，
Vont＆revont　par　Ieur　blanche　va16e，
Comme　a　son　bord　la　marine　sal6e，
Qui　lente　va，　lente　revient　aussi．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（1－4）
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　デュ・ベレーが傍観者型で描写を進めるのに対し，ロ
ンサールは直接参加型で応じる。名作の誉れの高い二
作，『オリーヴ』CXIIIと『恋愛詩集』CXXXIXがその
典型である。
できたが，ロンサールはカッサンドルにその対応物を見
つけ出すことができなかったので，他の分野でそれを補
わなけれぽならなかった。その最たるものがCassandre
troyenneのmythesの導入であると思われる。
La，6mon　ame　au　plus　hault　ciel　guid6e！
Tu　y　pouras　recognoistre　l，ldee
De　la　beaut6，　qu’en　ce　monde　j’adore．
　　　　　　　　　　（L，Olive，　CXIII，12－－14）
と天へ昇るのはmon　ameであるが，次の例
N6t，　libre，＆nud，　je　vole　d’un　plein　sault，
Oultre　le　ciel，　pour　adorer　la　hault
L’aultre　beault6　dont　la　tienne　est　venue．
　　　　　　　（Les　Amours，　CXXXIX，12－14）
に見られるように，ロンサールでは「私」である。
　『オリーヴ』によく見られる受動的表現に対し，r恋
愛詩集』では，詩人は自らを積極的に表現する。『オリ
ーヴ』XXVIと『恋愛詩集』XIIが好例である。
Ainsi　me　blesse，＆ne　me　veult　guerir
Ce　vieil　enfant，　aveugle　archer，＆nu．
　　　　　　　　　　（L’Oli》e，　XXVI，13－14）
とAmourの戯れの犠牲となったjeを淡々と述べるデ
ュ・ベレーに対して，ロンサールは自らを恋の犠牲とな
ったプロメーテウスになぞらえるの．である。
Un　Prometh6e　en　passions　je　suis，
Et　pour　aymer　perdant　toute　puissance，
Ne　pouvant　rien　je　fay　ce　que　je　puis．
　　　　　　　　　（Les　Amours，　XII，12－14）
さらにデュ・ベレーのように叙述的ではなく，ロンサー
ルはantithさseでソネを統一し，きわめてダイナミック
である。このような動的表現の証拠として，デュ・ベレ
ーの名詞，形容詞中心の構成に対して，ロソサールの動
詞中心の構成をあげることができる。
☆
　詳細は省略するが，ロンサールがデュ・ベレーの影響
を逃れることができなかったのは明らかである。
　デュ・ベレーはOlivierのイメージを見つけることが
